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日 本 の 白 鳥Nih・nnoHakucho（SwansinJapan） （33） ：80－82，2009

総会 ・研修会報告

第33回 日本 白鳥の会研修会

第33回 日本 白鳥の会研修会は，2009年3月14日 （土）に北海道厚岸町のホテル五味を

会場 に して行われま した．今回の研修会 ・総会の開催に当たっては，厚岸町にある環

境省水鳥観察館， とくに同館の渋谷辰生 さんの協力をいただきま した．

14日 の研修会では，渋谷辰生さんの歓迎の挨拶，藤巻会長の挨拶の後，続いて研究

発表が行われま した．

研修会の発表 は以下の とお りです．

藤巻 裕蔵 （北海道）：ハ クチ ョウ類への餌付けの問題点

角田 分 （山形県）：白鳥の生態 を追 う，Vol．3．

小西 敢 （北海道）：階峰によるハクチ ョウ類 の識別 ・餌付けアンケー ト速報

渋谷辰生 （北海道）：厚岸湖 ・別寒辺牛湿原の 自然環境

発表の後，質疑応答が行われま した．この後休憩 をはさみ，18：00か ら夕食 をかね

た懇親会が行われま した．厚岸は牡蠣の養殖で有名 な所で，料理は牡蠣づ くしで した．

翌15日 には，総会後に厚岸湖南岸に向かいました．湖の周囲は30km， 前 日のカウン

トでは2900羽 いる とのことで したが，また，湖畔斜面の林では，樹上で休息 している

オジロワシも観察できま した．広い湖ではあちこちに分散 してお り，数千羽 もいるよ

うには見えませんで した．次いで大別川の河畔 にある厚岸水鳥観察館に向かい，まず

ここの玄関先で記念撮影 し，館内の展示を見た り，2階 の観察施設から別寒辺牛川 か

ら厚岸湖にかけての水面にいるオオハクチ ョウやカモ類を観察 しま した．

第37回 日本白鳥の会総会

第37回 日本 白鳥の会総会は，3月15日 （日）にホテル五味で行われま した．

会長挨拶の後，菊池潤史 さんを議長に選出 し，議事次第にしたがって，平成19年 度

収支決算，平成20年 度予算，平成20年 度収支決算中間，平成20年 度事業，国際湿地y

保全連合理事推薦 （阿部學副会長を推薦），生物多様性 シンポジウムの後援について報

告 されま した．平成19年 度決算監査報告について山崎，谷岡両監事の適正 に執行 され

ているむねの文書が代読 され，決算 ・事業報告について承認 されま した．続 いて平成

21年 度の予算案，事業計画にっいて審議 されま した．予算では事務局費の計上につい

て，昨年の総会で提案に基づ き役員会で検討 した上で総会で承認 を得ま した．事業計

画 としては，研修会の開催，定時定点調査の実施，会誌の発行，HPの 充実，バ ッシの

作成，国外 ツアーの企画，角 田さん著の「白鳥の生態を追 う」を本会か ら出版す るかた

ちにす ることが提案 されま した．審議 の上，予算，事業計画 とも承認 されま した．

このほか，会員名簿は，個人情報保護の観点か ら，氏名，住所，電話番号な どの掲
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載 にっいてア ンケー トを行 った上で決めることにな りました （会誌33号 にアンケー ト

を同封）．

昨年の総会で，会長 ・事務局 を全国をい くつかのフロックに分け，ブロックもちま

わ りに しては とい う意見があったため，この問題 を役員会で議題 としてとりあげ，議

論 を行いました．その結果，現状ではい くつかのブ ロックにわけることは困難 とお も

われ，会長選 出，事務局をこれまで どお りとすることにな り，この結論が総会で承認

されました．

次の研修会開催地は，酒 田市に決ま した．それ以降の開催 として島根県宍，宮城県

などがあげ られま した．宮城県にっいては大河原町か らの会員が参加 していましたの

で，この提案を持 ち帰 り検討 していただ くことになりま した．

平成19年 度決算報告

収 入

項 目 予算額 決算額 備考

会費

会費外収入

会誌収入

雑収入

前年度繰越金

948，000

10，000

10，000

0

861，720

302，000会 費

12，343寄 付

24，500会 誌 販 売

214預 金 禾IJ、息

861，720

計 1，829，7201，200，777

支 出

項 目 予算額 決算額 備考

印刷事務費

運賃通信費

消耗品費

負担金

会議費

振込手数料

HP管 理費

予備費

200，000

75，400

30，000

20，000

50，000

2，000

150，000

1，302，320

102，900

27，500

1，590

0

0

840

157，500

0

会誌印刷170部

事務連絡，定時定点など

封筒，宛名 ラベル

H20年 度 に納入

研修会負担

計 1，829，720290，330

1，200，777（ 収 入 ）－290，330（ 支 出 ）＝910，447（ 平 成20年 度 へ の 繰 越 金 ）

平成19年 度会計監査報告

会計監査の結果 ，正に相違ない ことを認 めます．

監事 山崎 安紀

谷岡 隆

㊥

㊥
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平成20年 度事業報告

平成20年3月27日

6月30日

12月12日

12月30日

平成21年1月6目

2月9日

2月19日

3月14～15日

日本 白鳥の会 メー リングリス ト立上げ ・開始．

会員バ ッジ図案校正．

会誌 「日本の白鳥」32号発行．

会誌発送

国際湿地保全連合 日本委員会の理事に阿部學副会長を推薦．

第37回 日本 白鳥の会総会・第33回 研修会案内，餌付けアンケー ト，

定時定点調査，会員バ ッジ図案の送付．

日本 白鳥の会HPの 更新．

第33回 研修会，第37回 日本白鳥の会総会 を厚岸町で開催．

研修 会参 加者

会員

稲葉 善一 ，角 田分 ，川 口雅 登 ，菊池 頑 史， 小 西敢 ・可奈 ・愛海 ・優海 ，佐 久 間拓城 ，

佐 藤栄 一 ，佐 藤等 ，渋谷 辰 生 ，遠 山敏子 ，根 津 京子 ，萩原 政彦 ，藤巻 裕蔵 ， 古川 博 ，

古川 大成 ，星子 廉彰 ，松木 勝彦 ．


